
Ⅰ．はじめに 
　わが国では，少子高齢化の進展による人口構造の変
化と近年の経済状況の影響を受け，人々の医療・介護
ニーズが増大し，保健・医療・福祉領域の課題はます
ます高度化，複雑化している（日本看護協会，2015）．
保健師は，これらの多彩な課題に対し，個人や家族，
集団や地域を対象とし，地域のニーズをボトム・アッ
プ的に事業・施策・政策に反映させていけるよう地区
活動を行っている（日本公衆衛生協会，2011）．地域
のニーズをアセスメントし，公衆衛生看護活動に反映

させていくことのできる保健師を育てるには，看護基
礎教育の中でも地域診断の実習が重要である（牛尾，
2014）が，実習を取り巻く情勢が変化する中で地域診
断の展開過程をどのように学習させるかは大きな課題
となっている（西嶋，2007）．
　Ａ大学では，４年生の前期科目に，学生が個々の学
習課題に対応し，病院や地域の実習場所を選定し，現
実に即した看護活動及び課題に対応した看護を総合的
に実施しながら学ぶことを目標とする総合実習を位置
づけており，平成 28 年度における地域看護学領域の
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総合実習は，Ｂ市の２地区をフィールドとした「住民
との協働によるパートナーシップ型地域診断実習」を
実施した．この実習は，学生が住民らとともに地域で
生活する人々の健康課題を明らかにし，健康課題を解
決するための方法・技術を修得することを目的として
いる．具体的には，各地区の地区踏査及び全戸訪問を
通し，学生が地区の強みや健康課題を考えた後，地区
の住民や，地区を担当する保健師及び集落支援員とで
コミュニティ・ミーティングを行い，その地区の健康
課題と解決策を一緒に考えることを行い，最後に，地
区踏査や全戸訪問，コミュニティ・ミーティングを通
して得た住民の声を，市の職員や保健師等につなぐ報
告会を開催した．
　地域診断実習のあり方を検討するためには，地域診
断実習を評価し，よい実習のありかたを模索するため
に，学生の視点，地域の視点からの評価が求められる．
しかし，先行研究では，学生への自記式質問紙調査か
ら，地域診断実習によってコミュニティアズパート
ナーモデルの各構成要素に基づいた対象地域の理解度
が進んだ（馬場ら，2015）ことや，地区をフィールド
とした実習が地区の健康課題の理解に結びついた（岩
本ら，2009）こと，保健師就業中の卒業生へのインタ
ビュー調査から，地域診断実習において住民と関係者
に聞き取り調査を行い，個人・家族，集団の健康生活
実態から地域における活動の課題を見出す思考過程を
経験したことは，地域診断の実践能力を高めることに
有効であった（平澤と飯吉，2013）等，学生の視点か
らの評価しか見当たらず，地区に居住する人々の健康
や生活を支える専門職の視点から地域診断実習が地域
に与えている影響を考察することで，地域診断実習の
あり方を検討した研究は報告されていない．
　そこで本研究では，「住民との協働によるパートナー
シップ型地域診断実習」のあり方を検討するため，住
民の健康や生活を支える保健師と集落支援員がこの実
習をどのように認識したかを明らかにすることを目的
とし，「住民との協働によるパートナーシップ型地域
診断実習」が地域に与える影響を考察した．

Ⅱ．用語の定義
　本研究では「パートナーシップ型地域診断実習」を

「学生が，学生以外の人達とともに力をあわせながら，
地域で生活する人々の健康課題を明らかにし，健康課
題を解決するための方法・技術を修得する実習」と定
義する．

Ⅲ．方法
１．対象
　平成 28 年度Ａ大学地域看護学領域における総合実
習「住民との協働によるパートナーシップ型地域診断
実習」において，コミュニティ・ミーティングに参加
した専門職全員（５人）に協力を依頼し，このうち研
究協力の同意が得られた４人（Ｂ市保健師２人及びＢ
市集落支援員２人）とした．
　なお，集落支援員とは，地域の実情に詳しく，集落
対策の推進に関し知見を有した人材として地方自治体
から委嘱を受けた人を指す（総務省，n.d.a）．
２．調査方法
　半構造化面接法によるインタビューを対象者が指
定した場所（市役所，公民館，自宅）において，平
成 29 年８月～９月に実施した．平均面接時間は 32 分
であった．インタビューは，インタビューガイドを用
い，１）基本属性（現在の職業の経験年数，実習フィー
ルド地区の担当経験年数），２）「住民との協働による
パートナーシップ型地域診断実習」に対する認識につ
いてデータ収集を行った．インタビュー内容は，対象
者の承諾を得た上で IC レコーダーに録音した．
３．分析方法
　半構造化面接法によって得られた逐語録をデータと
し，データの分析は，研究者らで逐語録を熟読し「住
民との協働によるパートナーシップ型地域診断実習」
に対する認識について語られた文脈を確認した．その
文脈を記録単位として抽出した後，記録単位のデータ
を研究者らで熟読し，それぞれが表すものをコード化
した．最後に，コード間の類似性と相違性，関連性等
を検討し，サブカテゴリ化，カテゴリ化した．
４．倫理的配慮
　対象者には，研究趣旨や研究への参加協力の自由意
思，個人情報に関する秘密を守ること，参加協力の拒
否権等を文書と口頭で説明し，参加者の署名をもって
研究協力の同意を得た．なお本研究は，Ａ大学倫理委
員会の承認を得て実施した（承認番号 017-4）．

Ⅳ．結果
１．対象者の概要（表１）
　Ｂ市保健師２人，Ｂ市集落支援員２人における現在
の職業の経験年数は１年から 22 年であった．このう
ち保健師１人は，実習担当保健師としてインタビュー
に参加したため，実習フィールド地区の担当ではな
かった．残りの３人（保健師１人，集落支援員２人）
におけるフィールド地区の担当経験年数は１年から３
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年であった．
２ ．「住民との協働によるパートナーシップ型地域診

断実習」に対する認識（表２）
　「住民との協働によるパートナーシップ型地域診断
実習」に対する認識の内容を表している 53 のコード
を抽出し，18 サブカテゴリ，６カテゴリに集約した．
以下に，「住民との協働によるパートナーシップ型地
域診断実習」に対する認識をサブカテゴリ，コードを
交えながらカテゴリ別に示す．なお，本文中の【　】
はカテゴリ，《　》はサブカテゴリ，［　］はコードを
表す．
１）【実習の成果が自分の活動に役立つ】
　専門職は，学生が《住民の声を拾い上げる》ことを
行った上で，コミュニティ・ミーティングで《地区の
健康課題を掘り起こす》ことを行ったと認識してい
た．また，《実習と保健事業を関連させる》ことで，
この実習が《多職種が連携するきっかけになる》こと
や《地域の活性化に活かす》場になっていることを認
識し，《実習後，保健師が継続して支援する》と認識
していた．
２ ）【実習の成果を自分の活動に加えて継続すること

が難しい】
　専門職は，実習で［せっかく掘り起こしてくれたも
のの，活かせない状況がある］ため，《実習後，保健
師が継続して支援することが難しい》と認識していた．
３）【住民のエンパワメントを支援する】
　専門職は，コミュニティ・ミーティングの開催によっ
て［普段顔を合わせない同士がそこでたまに会うこと
ができる］ため《住民が集まる場になる》と認識して
いた．またコミュニティ・ミーティングの中で［学生
から質問されることで，今後の健康に関しても考える
ようになった］ことで，《住民が自分の健康に関心を

持つ》ことができたことを認識していた．また，［若
い人達が外から来たことで，住民はいろんなことが話
しやすくなり，若い人と話すと住民の気持ちも楽に
なった］ことで，コミュニティ・ミーティングが《住
民が自分の考えを表現できる》場となり，《住民が学
生から刺激をもらえる》と認識していた．また［実習
を通して，地域でラジオ体操をすることになった］こ
とから，この実習は《健康問題の解決のための新たな
資源の開発につながる》と認識していた．
４）【住民の声が市の上層部に届く】
　専門職は，「住民との協働によるパートナーシップ
型地域診断実習」で行われた報告会で［専門職，市の
上層部がいる中で，住民の声を伝えるのは，確実に今
後につながる道筋になる］と認識したことで，この実
習によって《住民の声が市の上層部に届く》ことを認
識していた．
５）【将来の保健師活動に活かせる】
　専門職は，「住民との協働によるパートナーシップ
型地域診断実習」で行われた報告会に参加し，地区踏
査や全戸訪問を行うのを見て，《実習の経験は将来の
保健師活動に活かせる》と認識していた．
６）【住民の行動変容の難しさを再認識する】
　専門職は，《住民に変化が見られない》ことで，《学
生が入っても，住民は急には変化しない》ことや，《実
習の回数を重ねないと問題解決は難しい》ことから，

【住民の行動変容の難しさを再認識する】と認識して
いた．

表 1　対象者の概要（インタビュー時点）

対象 A B C D

職種 保健師 保健師 集落支援員 集落支援員

現在の職種経験年数 14年 5か月 22年 5か月 1年 5か月 1年 5か月

実習フィールド地区の担当経験年数 3年 5か月 （－） 1年 5か月 1年 5か月

インタビュー場所 市役所 市役所 自宅 公民館

面接時間 25分 26分 46分 34分

専門職における住民との協働によるパートナーシップ型地域診断実習の認識

Ann. Bull. Niigata Coll. Nurs. Vol.8, 2019 11



表２　「住民との協働によるパートナーシップ型地域診断実習」に対する認識

カテゴリー サブカテゴリー コード

実習の成果が自分の
活動に役立つ

住民の声を拾い上げる 「地区に来てくれるといい」という声を拾い出してもらえ
るのはありがたい
一軒一軒回って住民の声を拾い上げてくれたことがありが
たかった

地区の健康課題を掘り起
こす やはりアルコールが問題だ，ということを再認識した

踏み込めない健康課題に踏み込んでもらった

日頃保健師が聞いている地域の問題が出てくると感じた

保健師が引き続き地区の健康問題（アルコール摂取が多い）
を取り上げた
情報交換会を通し，「やはりこの地区にはこういう健康問
題がある」と，少し気づけたのもいいかなと思う
学生がなかなか普段だせない健康問題（アルコール摂取が
多い）を出してくれた
地域診断がきちんとできていないところを学生から掘り起
こしてもらった

実習後，保健師が継続し
て支援する

学生が実習で出した健康課題について，保健師が引き続き
地域の中で取り上げた

実習で把握したケースを継続して訪問している

実習と保健事業を関連さ
せる

準備段階から保健師のやっている事業と少しタイアップで
きると，活動に活かしやすくなる

期間が空くと何もできなくなってしまうと思う

報告会をすると，住民からの提案は行政ですべてやっても
らえると住民に思われてヒヤヒヤする
住民，学生，教員の言葉は，私たち地域支援専門員らが市
役所内で会議する話よりは，全然重みが違うと思った

多職種が連携するきっか
けになる

市役所関係，地域包括支援センター関係の人が一緒にいる
中で，住民が意見交換を行うという，この実習の方法はと
てもいいことだと思った
地区の関係者の人を巻き込んで，集めて共有する流れがい
い

地域の活性化に活かす 地域おこし隊の方にとっては，地域の活性という点で活か
せることがあったのではないかと思う

実習の成果を自分の
活動に加えて継続す
ることが難しい

実習後，保健師が継続し
て支援することが難しい

せっかく掘り起こしてくれたものの，活かせない状況があ
る
情報交換会で取り上げられたお酒の課題は，日頃から言っ
てはいるが，改善していくことは難しいだろうという印象
を持った

住民のエンパワメン
トを支援する

住民が集まる場になる 実習の情報交換会に参加する住民は，みんなが仲良しでは
ないし，孤立している人もたくさんいるし，それでも外に
出たいと思って参加してくれる人もいる

健康を切り口にしたので住民が集まった

普段顔を合わせない同士が，そこでたまに会うことができ
る
看護大学は健康疑問について，みんな意識をもっていただ
こうということで人を集めた
実習の情報交換会に，ふだんは絶対出てこない男性が１人
で参加して驚いた

住民が自分の健康に関心
を持つ

学生が入ってきたことで健康を意識するようになったと思
う
学生から質問されることで，今後の健康に関しても考える
ようになった
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カテゴリー サブカテゴリー コード

住民のエンパワメン
トを支援する

住民が自分の健康に関心
を持つ

健康を自分で考えたり，気をつけたり，指摘されたりする
ことがなかなかないので，自分の健康を考えるという面で
は変わってくる
普段の生活も少し考えるようなきっかけや意識づけになっ
た
住民は自主的に体温や血圧を測定することがないため，今
回の実習で学生が健康のことを気にかけてくれた面が良
かったように思う

住民が地域の健康問題に
ついて気づく

「自分たちはお酒を飲み過ぎてるのかな」という気づきが
あった

住民が自分の地域の健康問題に気づく機会になった

看護学生が来てくれて，地区の特徴を捉えて発表してくれ
た

住民が自分の考えを表現
できる

高齢者は集落同士の人しか会わず，知らない人と話をする
機会が全くないので，話す機会になった
住民は心の中で心配している健康のことを言うことができ
た

住民はめったにしゃべれないこともしゃべれた

若い人達が外から来たことで，住民はいろんなことが話し
やすくなり，若い人と話すと住民の気持ちも楽になった

住民が学生から刺激をも
らえる 住民が健康に関する刺激をもらえた

学生が来る機会がめったにない地区であるため，実習が住
民の刺激になった
第三者が外から来て，忠告してくれないと，やっぱり先へ
進むには進みにくい

健康問題の解決のための
新たな資源の開発につな
がる

実習を通して，地域でラジオ体操をすることになった

今回の実習を通し，外から来た人が実行に移すことに切り
口になってくれると，やっぱりやりやすいというイメージ
を持った

住民の声が市の上層
部に届く

住民の声が市の上層部に
届く 住民の生の意見を上に響かしてほしい

専門職，市の上層部がいる中で，住民の声を伝えるのは，
確実に今後につながる道筋になる

将来の保健師活動に
活かせる

実習の経験は将来の保健
師活動に活かせる

地区を診る機会や１人１人の声を聞くという機会は，現場
で動き出した時に活かせる
実習を集落で終わらせるのではなく，そこで出た課題を市
役所に報告するところまでを行う実習はすごくいい
現場で働いてからも地区を診る機会は大事なので，この実
習の経験が活きてくればいい

住民の行動変容の難
しさを再認識する

住民に変化が見られない 住民の変化は感じられなかった

行政への要望が主になったので住民の変化がみられなかっ
た
実習が終了した後の住民の酒に関する行動は，さほどの変
化がみられない
高齢者が多く，もうすぐ介護が必要になる人が多い地域は
住民の変化がみられなかった

学生が入っても，住民は
急には変化しない

前々から隣同士で健康状況を気にしてる地区であるため
（実習で）学生が入ったから急に変化した，影響があった
というわけではない

実習の回数を重ねないと
問題解決は難しい

お酒に関する問題を解決するには，実習の回数を重ねない
と難しい

表２の続き
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Ⅴ．考察
１ ．専門職における「住民との協働によるパートナー

シップ型地域診断実習」の認識
　コミュニティ・ミーティングは，地域保健活動の一
環を担ってきた看護職が住民のニーズや地域の健康問
題を明らかにし，その解決策・施策化を住民とともに
考える活動プロセスの中から形成された手法である

（北山と平澤，2000）．学生は地区踏査や全戸訪問を実
施し，住民の声を拾い上げ，その地区の強みや健康課
題を考えた上でコミュニティ・ミーティングを開催し，
住民や専門職と共に健康課題を掘り起こし解決策を考
えたが，地域に出向き，住民や個別支援等を通じて把
握した情報から共通点を見出し地域の健康課題を捉え
ることが求められる保健師（地域における保健師の保
健活動に関する検討会，2013）や，集落への「目配り」
を行い，住民と住民あるいは住民と市町村との話し合
いを促進する集落支援員（総務省，n.d.a）にとっては，

【実習の成果が自分の活動に役立つ】と認識したと考
える．
　また，集落支援員へのインタビューでは，学生が地
区踏査や全戸訪問，コミュニティ・ミーティングで得
た住民の声を専門職や市の上層部がいる中で，住民の
声を伝えたのは，確実に今後につながる道筋になると
いう意見を得た．集落支援員には，有効な集落対策を
検討するために，集落住民の暮らしぶりや生活上の課
題を把握し，行政に伝えていくことの重要性が指摘さ
れている（過疎問題懇談会，2017）．集落支援員の活
動状況をみると，最も多いのは「集落と行政との連携
等」であるが，その手段としては「定期的な活動報告

（日報，週報，月報）の提出」が 83％と最も多く，「電
話かメールによる都度の連絡報告」は 35％に過ぎず，
行政の担当者に出向いて連携をとることが行われてい
ないことが報告されている（総務省，n.d.b）．この現
状をふまえると，今回の実習で学生らが市役所に出向
き，市の職員や保健師，集落支援員の前で報告会を実
施し，出席した市の部長や課長から「この場で出た様々
な意見を持ち帰って検討したい」との回答があったこ
とで，集落支援員は，この実習によって【住民の声が
市の上層部に届く】ことで今後の道筋になると認識し
ていたと考える．
　「地域における保健師の保健活動に関する指針」（日
本看護協会，2014）では，住民や地域のリアリティを
各行政計画に反映させていくには PDCA サイクルを
回せる力量が大切であり，その PDCA サイクルは「地
域診断」に基づくことが示されている．本研究に参加

した保健師はいずれも経験年数が長いベテラン保健師
であり，２人のうちの１人は，実習担当保健師であっ
た．このことをふまえると，地域診断の第一歩は，ま
ず地域へ出向き，住民との対話を大切にし，情報を拾
い集めてくることであり（日本公衆衛生協会，2011），
地域診断が日々の地区活動と密接に結びついているこ
とや，住民や地域の現状を各行政計画に反映させてい
くことの重要性を，公衆衛生看護学実習の場で保健師
は学生に伝えていると推察する．それゆえに，保健師
は，学生が地区踏査や全戸訪問を行った上でコミュニ
ティ・ミーティングを開催し，住民や専門職と地区の
健康課題や解決策を話し合い，これらを通して学生が
得た住民の声を市役所につなぐところまでを行った実
習の経験は【将来の保健師活動に活かせる】と認識し
たと考える．
　運動や食習慣といった生活習慣病予防に関する先行
研究では，長い間培ってきた生活習慣を変えることは
容易ではないことが指摘されている（日本看護協会，
2012；金城と島崎，2012；大城，2012）．今回のコミュ
ニティ・ミーティングで，アルコールの摂り過ぎが健
康課題として挙がり，今後自分達ができることとして，
飲酒量や休肝日を決め，飲みすぎないように互いに声
を掛け合うことを住民，専門職，学生とで話し合った
が，実際には，住民の行動に変化はみられていなかっ
たことを専門職は日頃の活動を通じて把握していた．
専門職も日頃の活動を通し，住民が望ましい生活習慣
を獲得する難しさを実感し，住民の行動変容のために
は継続的に支援していくことの必要性を感じていると
推察する．それゆえに，専門職は【住民の行動変容の
難しさを再認識】したと考える．
２ ．「住民との協働によるパートナーシップ型地域診

断実習」が地域に与える影響
　本研究で抽出された６つのカテゴリのうち「住民と
の協働によるパートナーシップ型地域診断実習」が地
域に与える影響を表すのは，【住民のエンパワメント
を支援する】と【住民の行動変容の難しさを再認識す
る】であると考える．
　専門職は，学生がコミュニティ・ミーティングを開
催したことで《住民が自分の健康だけでなく地域の健
康問題に気づき》，《自分の考えを表現することができ》
たことを認識していた．さらには，自分達の地区でラ
ジオ体操が開始されるようになったのは，今回の実習
があったからと認識していた．久木田（1998）は，エ
ンパワメントを「自らコントロールしていく力を奪わ
れた人々がコントロールを取り戻すプロセス」と定義
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しているが，保健分野でいうエンパワメントでは「人々
が自分たちの健康に影響を及ぼす意思決定や行動を
より強くコントロールできるようになるプロセス」

（Registered Nurses Association of British Columbia，
1994）とされていることをふまえると，この実習は【住
民のエンパワメントを支援する】機会になっていたと
考える．
　しかしその一方で，実習が終了し，学生がフィール
ド地区から去った後，飲酒に関する健康行動に変化が
みられず，専門職は【住民の行動変容の難しさを再認
識】していた．近年は，大学が地域づくりに関わる機
会は増えているものの，こうした大学の関わりの多く
は，事業としての一時的なものであることが指摘され
ている（上田と郡山，2016）．今回の「住民との協働
によるパートナーシップ型地域診断実習」も単年の実
習であり，学生が地域に出向いたのは５日間に過ぎな
かったが，この実習は住民のエンパワメントを支援す
る機会になっていたものの，実習終了後の住民の健康
行動に変化がみられなかったのは，［お酒に関する問
題を解決するには，実習の回数を重ねないと難しい］
との専門職の発言にもあるように，住民の行動変容
のためには，実習地区を単年毎に変えるのではなく，
同じ地区で実習を継続し，PDCA サイクルに基づき，
住民らとともに健康課題を解決するための実習活動を
展開させていくことが必要と考えられた．

Ⅵ．結論
　専門職が「住民との協働によるパートナーシップ型
地域診断実習」をどのように認識したかを明らかにす
ることを目的とし，実習が地域に与える影響を考察し
た．実習に対する認識として【実習の成果が自分の活
動に役立つ】【実習の成果を自分の活動に加えて継続
することが難しい】【住民のエンパワメントを支援す
る】【住民の声が市の上層部に届く】【将来の保健師活
動に活かせる】【住民の行動変容の難しさを再認識す
る】の６つのカテゴリが抽出され，この実習が住民の
エンパワメントを支援していたことが考えられた．そ
の一方で，専門職は実習の回数を重ねないと健康問題
の解決は難しいと認識していたことから，住民の行動
変容のためには「住民との協働によるパートナーシッ
プ型地域診断実習」の実習地区を単年毎に変えるので
はなく，同じ地区で実習を継続し，PDCA サイクル
に沿って実習を進めていくことが必要と考えられた．
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